
12 月定期調査 ０７年 12 月 23 日(日)  

保護池のドビ流しを 2 月 3日に実施します。事前に保護池のタナゴやヨシノボリ、そしてド

ブガイを一時避難させてます。特にドブガイの繁殖期が 1月から 3月ですので、避難させ

てうまく繁殖できる状況を造らなくてはなりません。まだ卵や幼生を持っているドブガイは

５％もいない状態ですが，この 1 ヶ月で多くの雌ドブガイが妊卵しはじめるはずです。ドブ

ガイが幼生（グロキジュウム）を放出するときに、ヨシノボリがいてほしいので、ドブガイの

繁殖をうまく考えて池干しの準備をしなくてはなりません。 

今日は、ヨシノボリに寄生していたドブガイの幼生数は約 3個体でした。来月から徐々に

増加していくと思いますよ。 

現在の保護池は、2 段構造になっています。底樋のある深みに落ち込んだドブガイは、ほ

とんどがザリガニに捕食され死んでいるようなんです。 

 

 

  

 



ドブガイ一時避難 07 年 12 月 23 日(日)  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ヨシノボリの一時避難 07 年 12 月 23 日(日)  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2007 年度懇親会 07 年 12 月 23 日(日)  

NPO法人ニッポンバラタナゴ高安研究会のミッション（使命）を参加者40名で確認しました。 

  

１ ニッポンバラタナゴの保護 

２ その周辺の里地里山の環境保全 

３ 環境教育（啓蒙活動） 

４ 水環境保全（科学的技術開発） 

５ 生物多様性の維持 

  

ＮＰＯの長所は専門性の追求とネットワークの広さにあります。タナゴの生態や保護およ

び水質保全に関しての専門な知識や技術の保持が本研究会の存在意義となり、さらに多

くの団体や個人とネットワークを拡げ、共同して活動できることが最も重要な要素になって

くると思います。そのためにも事務局の拡大充実が今後の大きな課題だと共通認識を持

ちました。 

  

 

 
 



懇親会 07 年 12 月 23 日(日)  

2008 年 2 月 3 日（日） 保護池“ドビ流し”実施決定 

  

2008 年 2 月 3 日（日）に大窪の保護池の“ドビ流し”を実施します。 

今回初めて“ドビ流し”をしたヘドロを下流の田んぼに流し込み、土壌改良ができるかどう

かを実験します。当然、保護池の方では“池干し”を行い、池底のヘドロが干すことによっ

て、どのように化学変化するかも調査します。この“ドビ流し”をすることによって溜池の生

態系が維持され、田畑の生産性が上がることを予想して、新春の保護池の生物多様性の

復元を目指す作業です。 

是非、多くの会員の皆さん保護池の“ドビ流し”に参加してください。 

  

環境教育の拠点づくり  

  

高安みどりの少年団の基地にログハウスを造ることが決定！ 

2008年1月から約半年をかけて、高安地域の自然再生のための拠点づくりとして、みどり

の少年団の基地内にログハウスを造ることになりました。平面 4m×4mの小さいハウスで

すが、スギとヒノキの間伐材（直径 20cm、長さ 4m）の丸太を利用したログハウスです。会

員のご協力をお待ちしております。 

  

高安山自然再生事業 

  

本年度の 7月から、三井物産環境基金の助成を受け、一昨年度から実施している新ニッ

ポンバラタナゴ保護池の周辺の自然再生活動と高安山自然再生事業を実施しています。 

 

 



第三回全国タナゴサミット in 霞ヶ浦 07 年 12 月 15 日(土)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会場 07 年 12 月 15 日(土)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講演 07 年 12 月 15 日(土)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ポスター発表 07 年 12 月 15 日(土)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



エリ漁 07 年 12 月 16 日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ハクレンとバス 07 年 12 月 16 日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



マタナゴとアカヒレタビラとオオタナゴ 07 年 12 月 16 日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アサザ 07 年 12 月 16 日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



保護池タナゴ移植のため採集 07 年 12月 9 日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ふれあい池移植 07 年 12 月 9 日(日)  

保護池からふれあい池へ移植 

ニッポンバラタナゴ♂40 尾 

ニッポンバラタナゴ♀64 尾 

ニッポンバラタナゴ 

2007 年生まれ中型 190 尾、小型 510 尾 

メダカ 83 尾 

ヨシノボリ 300 尾 

モツゴ 2尾 

ドブガイ 146 個体 

 

 
 

 

 

 



第 3回全国タナゴサミット in 霞ヶ浦 07 年 12 月 15 日(土)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 月高安山自然再生活動 07 年 12 月 02 日(日)  

高安山郡川の中流域の森林整備を開始しました。この位置は信貴山口駅から高安山ま

でのケーブルの中間地点になり、ちょうどケーブルのトンネル付近に位置します。周囲は

雑木林ですが、シバとツタが一面を覆っているので、シバ刈とツルの除去が主な作業にな

ってしまいました。おどろくことは、この雑木林を暗くしている原因はほとんどツル性の植

物なんです。みんなでツタと綱引きをするんです。中には太さが3cmほどで10ｍ以上の長

さの葛のつるなんかがあり、みんなで綱引きをすると周囲の木全体が動くんです。これが

除去されると暗かった世界が一挙に明るくなるんです。話ではよく聞いていたのですが、

こんなに里山の雑木林がつる性植物で覆われているとは思いませんでしたね。 

 ヒノキ人工林の整備とはまた違った雑木林の整備が必要なことがわかりました。徐々に

自然再生していくしかないですね。作業後みんなでリース作りをしたんですが、何でもやっ

てみると面白さが見えてくるんですね。こんなにリースの材料があるんですから放って置く

のはもったいない話なんです。直径 1mのリースをどこへ飾ったら良いでしょうか。  

 

 

 



12 月森林整備高安山中腹部 07 年 12月 02 日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



リースづくり 07 年 12 月 02 日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高安保護池 07 年 12 月 01 日(土)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１月定期調査 07 年 11 月 18 日(日)  

来年の 1月 27 日（日）保護池の’ドビ流し’を予定していましたが、2 月 3 日（日）に変更し

ます。 

  

前回の保護池の改修工事（2006 年 1 月実施）からほぼ 2年が経ちます。この 2年間でド

ブガイはかなり繁殖したのですが、毎月の定期調査で 10％ぐらいの死貝を採集していま

す。2006 年に繁殖した 1300 個体も毎月 10％ずつ減少していくと 12 ヶ月で、約 400 個体

まで減少してしまいます。減少の主な原因はアメリカザリガニによる捕食が原因です。した

がって、予想では 2005 年生まれのドブガイが約 100 個体、2006 年生まれのドブガイが約

400個体、そして今年はドビ流しを実施しなかったので、2007年生まれの個体が約300ほ

どではないかと思っています。現在までに採集したドブガイは約350個体ぐらいですので、

さらに 450 個体ぐらいは池干しを行いと採集できるのではと予想してるのですが、どうなる

でしょうかね。池干しをすると、ふれあい池でもアメリカザリガニが大量発生していたので、

ドブガイの繁殖を維持するためには、さらに、ため池の生物多様性を維持し、うまく生態系

のバランスをとらなければならないことが分かってきました。なかなか難しい問題が次々

に出てきますね。カワチブナやドンコも共存する方がバランスがいいのかもしれませんね。

今生息している動物は、ニッポンバラタナゴとヨシノボリ、モツゴ、ギンブナ、スジエビ、ヒメ

タニシ、アメリカザリガニ、あとはトンボなどの昆虫類の幼虫アメンボぐらいですか。保護池

のサイズから考えるとドブガイの個体数は1000ぐらいが適当なのかもしれませんが。まあ、

あまり無理をしないでドビ流しをしようと考えています。 

来年の２月３日（日）にドビ流しを実施しますので、皆さん是非参加してくださいね。  

 

 



 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



神立保護池移植 07 年 11 月 18 日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１月定期調査 07 年 11 月 18 日(日)  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 月高安山自然再生プロジェクト 07 年 11 月 04 日(日)  

高安山自然再生活動も今月で 14 回目を迎えました。郡川上流部のヒノキ人工林１ha の

整備はほぼ終わり、急斜面の土砂崩れが起こっている谷の整備に入りました。斜度がか

なり急なので作業がなかなか進みませんが、今回は森林インストラクターのメンバーが 5

人も応援に来てくださったので、崩れた谷の土留め作業がかなり進みました。 

 このまま放置するとこの谷の土砂崩れは、さらに進行し、植林したヒノキがどんどん根か

ら倒れていくのがわかります。高安山の他の地域も同様にこのような土砂崩れが進行し

ていると思うと、森林を放置しておくことの大きな問題が見えてきたように思いました。しか

し放置されている雑木林を整備するのは、さらに困難な作業になるようですね。  

 

 

 

 

 

 

 



間伐と土留め 07 年 11 月 04 日(日)  

谷の土砂崩れを押さえるためには、倒木や間伐材を利用して、土留めにし、さらに、枝打

ちした枝や葉を土留めの隙間に詰めていきます。斜度がかなりあるので体が思うように動

きません。バランスをとりながらの作業です。簡単に森林整備といいますが、かなり危険

な作業です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ヒノキ林で昼食の時間 07 年 11 月 04日(日)  

午前中の作業を終えて、昼食の時間です。整備を終えたヒノキ林の中での昼食は最高で

す。なんともいえない風と木漏れ日と香りに包まれた中での食事です。皆さん一度経験し

てみてください。この一時が最高なんです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 月森林整備 07 年 11 月 04 日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今年生まれの稚魚とギンブナ 07 年 10月 28 日(日)  

今年の 12 月に予定している保護池の”ドビ流し”の準備を始めました。今年生まれのニッ

ポンバラタナゴの稚魚を約 4000 尾、一時避難させるために採集し、他の保護池へ移植し

ました。保護池から 4000 尾他の池へ移植したのですが、まだまだ稚魚が残っています。

今年生まれの稚魚は約1万匹はいるようです。来月の定期調査も残っているニッポンバラ

タナゴの一時避難行う予定です。 

 また、他の池ではギンブナが生息しているので、保護池にもギンブナを 18 尾移植しまし

た。このギンブナの影響がどのようにでるか来年の課題になるようです。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



10 月定期調査 07 年 10 月 28 日(日)  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ドブガイ移植準備 07 年 10 月 28 日(日)  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新入生紹介 07 年 10 月 28 日(日)  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 月定期調査 07 年 10 月 28 日(日)  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



楽音寺池とふれあい池 07 年 10 月 21日(日)  

左の池は楽音寺の山のそ池です。右は隣接する大阪経済法科大学のふれあい池です。

よく見比べてください。ふれあい池は昨年の 11月にドビ流しを 7～8年ぶりに実施しました。

楽音寺の池にはアオコが前面に広がっていますが、ふれあい池の方は、今年は全くアオ

コが発生していません。池干しする前は、ふれあい池も楽音寺池と全く同じような状態でし

た。しかし、ふれあい池は、この 1年すごく良い水質が保たれたようです。その結果、バラ

タナゴはうまく繁殖したのでしょうか。これからふれあい池のドビ流しの結果を紹介してい

きます。  

 

 

 

 

 

 

 

 



北高安小学校 5年生と高安みどりの少年団 07 年 10 月 21 日(日)  

今日は、ふれあい池のドビ流しの日です。中樋を抜き水位を下げてあったので、池周辺の

ドブガイ拾いから開始です。いくらかは貝殻が見つかるのですが、ほとんどのドブガイが

口を広げ中身がなくなっているのです。小さな魚はいっぱい泳いでいるので、水質は悪く

ないようです。どうもドブガイは何者かに食べられているようです。サギもたくさん飛んでき

ます。タヌキやアライグマもいるかもしれないし、ドブガイを食べる犯人がどこかにいるは

ずです。『キンタイくんのぼうけん』で紹介したようにアメリカザリガニはドブガイが好物なん

です。昔はそんなことはなかったよと地元の人は言うのですが、どうもアメリカザリガニが

犯人のようなんです。イシガイの殻は非常に固くて丈夫ですから、イシガイは大丈夫だろう

と思っていたのですが、イシガイもほとんど中身がなくなっていました。昨年、調べたとき

は12cmほどのドブガイが40個体、イシガイは30個体ぐらい生息していました。それが生

きていたのはドブガイ 1個体とイシガイが 2個体だけなんです。困ったことです。これはも

うザリガニも大量繁殖しか考えられません。予想通り、モンドリに入ったのはザリガニばか

りです。20 個のモンドリには平均 10 個体、合計約 200 尾のザリガニが大きな爪を広げて

わんさか集まっていたのです。子どもたちも本当にびっくりです。タナゴたちは本当に生き

残っているのでしょうか。 

  

  



ドビ流し 07 年 10 月 21 日(日)  

”ドビ流し”とは伝統的な”池干し”の高安での呼び名です。農閑期に池の底樋を抜き池に

溜まったヘドロを田畑に流し込み、池の掃除と同時に田畑の土壌改良を行うことなんです。

今回はヘドロを田畑に入れるまでは出来ませんでしたが、池を干すことによって、来年は

ふれあい池の生物が今年の 10 倍は戻ってくると思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今年生まれのタナゴとヨシノボリ 07 年 10 月 21 日(日)  

地引網で集めたタナゴやメダカそしてヨシノボリです。ザリガニが予想以上に繁殖していた

ので、集めた小魚がザリガニのはさみに挟まれてしまい、傷だらけになってしまいました。

タナゴを見ると今年生まれの稚魚が半数ぐらい取れたので、約 1000 尾ぐらいは繁殖して

いるようです。しかし採集できたタナゴは200尾程度でした。予想では20000尾ほどに増え

るかと思っていたのですが、どうもドブガイがザリガニに捕食されたため、産卵場所が無く

なりタナゴの繁殖はうまくいかなかったようです。一方、メダカとヨシノボリはすごい数が繁

殖してました。数万匹はいたようです。ドビ流しの終わりの方で集まった小魚の数は本当

に無数にいるような数でした。もう採集出来ずじまいで底樋から河川に大量に流れていき

ました。ネットで受けてももう処理ができなくなってしまいました。  

 

 

 

 

 

 



地引網と大量のオタマジャクシ 07 年 10 月 21 日(日)  

養魚家の樋口さんと大阪経済法科大学のアメリカンフットボールクラブのメンバーが地引

網を引いてもらったのですが、ネットに入っているのは何しろ外来種のザリガニとウシガエ

ルのオタマジャクシがあまりにも多すぎてタナゴがどこにいるのかわからない状態でした。

タナゴを見つけて取り上げるとほとんどザリガニに挟まれ傷ついたものばかりでした。 

本当にかわいそうなことをしてしまったようですね。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小林君とアメリカンのメンバー 07 年 10月 21 日(日)  

採集した小魚はクラブハウス前のプールに一時避難させました。12 月にはまたふれあい

池に戻ってきます。 

来年は、うまくドブガイを繁殖させ増すのでお楽しみに。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大量のザリガニ 07 年 10 月 21 日(日)  

見てください、水が引けた後に残っているのがヘドロとザリガニです。ヘドロの上にぶつぶ

つと少し赤いものが見えているのはすべてザリガニなんです。干潟で潮が引いたときに出

てくるシオマネキのようですね。ざっと数千近いザリガニが繁殖していたようです。数十個

体しかいなかったドブガイじいさんはザリガニに襲われてしまったようです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 月森林整備 2007 年 10 月 19 日(金)  

10 月 7 日（日）に高安山自然再生活動森林整備を実施しました。 

上流の人工ヒノキ林の間伐と林床の土壌が流失しないように、間伐材を土留めに利用し

ます。この部分は傾斜が急で、作業は難航しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Newton 11 月号で保護池が紹介される 10 月 14 日(日)  

Newton （11 月号）に保護池の生態調査が紹介されました！ 

伝統的な”池干し”がニッポンバラタナゴや溜池の生態を保全していた。NPO法人ニッポン

バラタナゴ高安研究会のメンバーと清風高校の生物部の生徒諸君が長年調査してきた結

果が、ニュートンで紹介されたのです。皆さん！是非買ってお読みくださいね。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 1回国際タナゴシンポジュウム（その１） 2007 年 10 月 8 日(月)  

10月 8日（月）、北海道大学で日本魚類学会が開催された。この学会で第1回国際タナゴ

シンポジュウムを、京大の北村君と英国のカール-スミスさんの事前準備と尽力で開催す

る事が出来ました。私にとっては念願の記念すべき 2007年タナゴシンポジュウムになりま

した。ありがとうございます。 

  

Introduction to the reproductiotive ecology and life history of fisfes 

Carl SMITH (University of Leicester, UK)  

  

Bitterling fishes as models in behavioral and evolutionary biology: past research and future 

directions. 

Martin REICHARD (Institute of Vertebrate Biology, Academy of Sciences of the Czech 

Republic, Brno, Czech Republic)  

  

 

 

 

 

 

 

 

 



タナゴシンポ懇親会 2007 年 10 月 8 日(月)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



タナゴシンポジュウム 2007 年 10 月 8日(月)  

10月 6日（土）～8日（月）まで、北海道大学で日本魚類学会が開催された。この学会で第

1回国際タナゴシンポジュウムを、京大の北村君と英国のカール-スミスさんの事前準備と

尽力で開催する事が出来ました。私にとっては念願の記念すべき 2007 年タナゴシンポジ

ュウムになりました。ありがとうございます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中高安小学校 5年生総合学習溜池調査（その 2） 2007 年 9 月 18 日(火)  

中高安小学校 5年生のみんなさん！記録遅くなってごめんなさい。みんなが拾ってくれた

ドブガイがどんどん大きくなっています。今年はあまりドブガイは繁殖していないのではと

思っていたのですが、皆さんがたくさん見つけてくれたので、今年もよく繁殖していること

がわかりました。 

次は、10 月 21 日に大阪経済法科大学のふれあい池で”どび流し”を行います。参加でき

る人は是非たくさん参加してくださいね。待ってます。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中高小学校総合学習その 1 2007 年 9月 18 日(火)  

9 月 18 日（火）に中高小学校 5年生の総合学習を実施しました。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

9 月のふれあい池と隣接する池の比較 2007 年９月 16 日(日)  

昨年の11月にドビ流しを行ったふれあい池（左）と隣接する楽音寺池（右）を比較すると一

目瞭然です。楽音寺池の表面は一面にアオコが拡がっていますが、ふれあい池にはほと

んどランソウ類のアオコが繁殖していませんでした。池干しの効果が見事に現われました

よ。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

9 月定期調査その 2 2007 年 9 月 16 日(日)  

主役が少しずつ交代してきました。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 月定期調査その 1 2007 年 9 月 16 日(日)  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 月森林整備 2007 年 9 月 2 日(日)  

谷向かいのまだ整備されていない場所は倒木がかなりあります。今後徐々に森林整備を

進めていく予定です。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 月森林整備 2007 年 9 月 2 日(日)  

記録が遅くなって申し訳ありません。 

9 月 2 日に実施された森林整備の様子です。 

森林整備を開始して 2年目に入りました。 

郡川上流部のヒノキ人工林です。 

かなり整備されてきました。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 月定期調査（８．２７） 2007 年 09 月 21 日(金)  

今年生まれのドブガイがかなり繁殖していました。今年の 3月には池干しをしていなかっ

たのですが、ドブガイの稚貝が発生しているようです。しかし、成長はあまりよくないようで

す。それからかなりの個体がザリガニに食べられているようです。毎回ドブガイの屍骸が

40 から 50 個体出て来ますね。 

月刊誌ニュートン 11 月号の取材がありました。「Our Field Work」というテーマで、調査風

景と池干しの効果について記載される予定です。  

  

 

 

    

 


